
第３学年 理科学習指導案 
令和 5年 11月 日第 校時 

 

１ 単元名 月と金星の動きと見え方 

 

２ 単元設定の理由 

① 教材観 

   本単元では，「月の動きと見え方」の学習を踏まえて、金星の運動と見え方について観測資料を基に

見かけの形と大きさが変化することを見いださせるとともに、地球から見える金星の形や大きさがどの

ように変化するかという課題を解決するため、太陽と金星の位置関係に着目してモデル実験の計画を立

てて調べさせる。 

② 生徒観 

 

③ 指導観 

   天体の運動は実際に観察することの難しい宇宙空間を考えなければならないため、イメージをするこ

とが難しい内容である。そのため、金星のモデルを用いて内惑星の動きを観察し、併せてＩＣＴを多く

活用することで、宇宙空間での惑星の動きと地球からの見え方を視覚的・感覚的に分かりやすく結び付

けながら進めていく。モデル実験を行う上でヒントとなる言葉を与えながらグループ活動による話し合

いを通して言語活動の充実を図り、説明や表現の方法を考えさせていく。 

 

３ 単元の目標 

   月の観察記録や資料に基づいて、月の公転と見え方を関連付けて理解できる。また、金星の観測資料

などを基に、金星の公転と見え方を関連付けて理解できる。 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

身近な天体とその運動に関する

特徴に着目しながら、月や金星の運

動と見え方についての基本的な概

念や原理・法則などを理解している

とともに、科学的に探究するために

必要な観察、実験などに関する基本

操作や記録などの基本的な技能を

身に付けている。 

 月や金星の運動と見え方につい

て，天体の観察，実験などを行い、

その結果や資料を分析して解釈し、

月や金星の運動と見え方について

の特徴や規則性を見いだして表現

しているとともに、探究の過程をふ

り返るなど、科学的に探究してい

る。 

 月や金星の運動と見え方に関す

る事物・現象に進んで関わり、見通

しをもったりふり返ったりするな

ど、科学的に探究しようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 指導と評価の計画（全５時間） 

時間 ねらい・学習活動 重点 記録 評価規準［評価方法］ 

１ 
・地球から見える月の形や位置の変化を、月の

公転と関連付けて理解する。 
知  

・月の公転により、太陽・月・地球

の位置関係が変化し、地球から見

た月の形が変化することを説明

できる。 

２ 

・月の動きや見え方、日食や月食が太陽・月・

地球の位置関係によって起こることを理解す

る。 

知 〇 

・月の動きや見え方，日食・月食を、

太陽・月・地球の位置関係や、そ

れぞれの天体の大きさの大きさ

と距離の違いを把握しながら説

明できる。    ［記述分析］ 

３ 

・金星は公転しているため，太陽や恒星とは動

き方が異なり、望遠鏡で見るとその見え方に

も特徴があることを理解する。 

思  

・月の動きと見え方の学習をもと

に，金星の見え方の変化について

課題を設定し 仮説 や計画を立案

することができる。 

４ 

本時 

・金星の見かけの形や大きさが金星・太陽・地

球の位置関係によって変化することを、 金星

のモデルとタブレットを用いてシミュレーシ

ョンする。 

思 〇 

・モデル実験の結果を分析し解釈し

て、金星の見え方の変化が規則的

に移り変わることを見出すこと

ができる。    ［記述分析］ 

５ 

・金星は地球よりも内側を公転しており、公転

周期も違うため、太陽・地球・金星の位置関

係が変化することで地球から見た形と大きさ

が変化することを理解する。 

態 〇 

・実習の過程を振り返り、新たな疑

問や課題を見いだし、よりよい探

究方法などを検討することがで

きる。      ［記述分析］ 

 

６ 本 時 

（１）目 標 

    モデル実験をもとに、金星の見える形や大きさが変化することについて、金星・太陽・地球の位

置関係に着目して説明できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）展 開 

時間 学習活動 指導上の留意点 
学習活動における 

具体の評価規準 
評価方法 

5分 

 

 

 

 

 

 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

１ 本時の目的を

確認する。 

 

 

 

 

 

２ 各班で金星の

モデルを用いて

実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

３ 金星の見え方

と位置関係を関

連付けて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 各班の考察を

発表し 、本時のま

とめを行う。 

 

 

〇 金星が形や大きさを変え

ることがなぜか、デジタル教

科書の動画を見せながら考

えさせる。 

 

〇 班で金星が特定の場所に移動

しているときの見え方をタブレ

ットで撮影させる。 

・ 撮影は定点でズームを使わ

ずに行う。 

・ 金星の満ち欠けの他に、見

かけの大きさも変化してい

ることに気付かせる。 

 

〇 MetaMoJi ClassRoom の

ワークシートに撮影した写

真を貼り、それぞれの位置で

の見え方と、太陽・金星・地

球の位置関係について、各班

で話し合わせる。 

・ 話 し 合 っ た 内 容 を、

MetaMoJi ClassRoom上の

ワークシートに記入させ

る。 

 

〇 班ごとにまとめたワーク

シートをプロジェクターで

提示し、各班の考察を発表さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 モデル実験をもとに，金星

の見える形や大きさが変化す

ることについて、金星・太陽・

地球の位置関係に着目して説

明している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［記述分析］ 

（３） 評価及び指導の例 

「十分満足できる」と 

判断される状況 

モデル実験の結果から、金星の見え方の変化と位置関係を関連づけて考察する

とともに、金星の見え方の変化が規則的に移り変わることを、金星・太陽・地球

の位置関係と関連付けて説明している。 

「おおむね満足できる」 

状況を実現するための 

具体的な指導 

モデル実験の結果から、金星の見え方の変化について金星・太陽・地球の位置関

係を俯瞰するような視点と、地球からの視点で見比べるよう助言する。 

 

金星の見える形や大きさが変化するのはなぜだろう？ 


